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はしがき

この報告集は 2001 年 1 月 9 日から 1 月 12 日まで京都大学数理解析研
究所で開催された短期共同研究「微分方程式論における積分公式と Twisted
$\mathrm{C}\mathrm{o}\mathrm{h}\mathrm{o}\mathrm{m}\mathrm{o}\mathrm{l}\mathrm{o}\mathrm{g}\mathrm{y}\rfloor$ の講演記録である.
研究会では, 微分方程式とその関連分野に現れる種々の積分公式と捩れ

コホモロジー (twisted cohomology) に関して多様な観点から共同研究が実施
された. 研究会の形態は 17 件の 1 時間講演による研究 (経過) 発表と, そ

れを受けての活発な質疑応答よりなった. そのうち 14 件の講演記録がこの
報告集に収録されている.
研究会における研究主題は広く, 複素領域における微分方程式, 超幾何

系, パンルヴエ系, 数理物理学, 超局所解析, 特殊関数論等が題材として採
りあげられ, 分野横断的なものとなった. 研究会を通じて, 微分方程式の解
や関連する関数の積分表示, 及びその抽象的解釈としての捩れコホモロジー
群の重要性が再認識され, 将来の研究へ向けての良い指針となった.
興味深い話題を提供された講演者の方々 , 熱心に討論に参加された出席

者の方々, そして研究会の運営にあたってお世話になった数理解析研究所共
同利用掛の方々に厚くお礼を申し上げたい.
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研究代表者 : 岩崎克則 (九州大学・数理)
同副代表者 : 山根英司 (千葉工大・自然)
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